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論  文  内  容  の  要  旨  
氏  名  （  小  川  雅  美  ）  
論文題名 
初修外国語の学習経験に関わる「意味」を求めて 
―スペイン語クラスのエスノグラフィー― 
問題提起と研究の目的 
 本研究は、日本に住む日本語母語話者が外国語を学習する時、実際に何が生じているかについて考察するものであ
る。このことは、大学でスペイン語を教えている中で、教育や学習の問題について、あるべき姿と現実とのギャップ
ではなく、現実そのものをどう把握すればよいか、という筆者の疑問に由来する。本研究は、教師の見地を相対化し
つつ、学習活動を生きている人々の活動として捉えるための分析枠組みや分析概念を案出することを目的とする。研
究に際しては、これらの枠組みや概念が現実を分析するツールとして有効かどうかを検証するため、ある大学の非専
攻科目としてのスペイン語クラスを事例として記述することを試みる。 
  
本研究の視座 
 外国語の学習や教育の研究は、従来専ら、外国語教授法研究と、第2言語習得研究と呼ばれる学問分野でなされてき
た。教授法研究の目的は、よりよい教育内容や教授方法を開発し、学習者の外国語能力を向上させることである。し
かし、本研究の目的は事象の解明であるため、上述の学問分野の立ち位置から距離を取ることが必要になる。言語使
用者としての学生らは、スペイン語など外国語の学習者である以前に、日本の社会を生きる人々である。そのような
彼らが大学で「スペイン語」を科目として履修することこそ現実としてのスペイン語学習の出発点である。現実の生
活の中で行為し、思考しつつ、彼らはスペイン語学習を経験する、という見方を取りたい。 
 言語の使用は、それが例えば教科書の中の表現の再生であっても、現実の活動の中に埋め込まれている。現場の人
々は、行為、思考、感情の主体である。彼らにとっての言葉の「意味」は、現実認識とともにある。教科書の例文の
意味、教師が提示する文の意味、そして学生たちに産出させようとする言葉の意味は、いずれも、学生たちの現実認
識との関連で捉える必要がある。学生らによるコミュニケーションや思考活動に関わる「意味」、学習する言語表現
の彼らにとっての「意味」、そして教師が学生らに学んで欲しいと期待する言語表現とその「意味」の関係に注目す
ることで、授業活動の現実の一端が見えてくるだろう。本研究では、意味の動性をなるべく生かしたまま捉えること
により、ある授業実践が、唯一無二の生きた実践として作られていくと考える。これらの「意味」は記号に媒介され
ることになるが、スペイン語の記号は、観察される種々の記号のうちの１つの種類と見る。 
 「学習」は、教育現場では教育的営為の結果生じるものとされがちであるが、そのような意味合いで学生を「学習
者」と規定してしまうと、教育機関が設けた到達目標の達成度や教育する側の期待に沿った言動ができる度合で学生
を評価しかねない。特に、大学の非専攻の必修科目として履修する際の外国語の「学習」は、専攻分野としての外国
語の「学習」あるいは目標言語使用環境における「学習」とは環境も学生の動機づけも異なり、同じ尺度で測るなら
ば相対的に低めの評価をされかねない。しかし、学生らは「外国語（本研究ではスペイン語）の学習活動を経験して
いる」とし、学生らを「(活動としての)学習を経験する人」とみなせば、全員が経験していると言え、彼らを評価的
な目線で類別することなく同等に扱うことができる。「意味」は経験に伴って、個人に生じたり、人々の間で分かち
持たれたりすると考えられる。 
 学習経験が生じる場としての教室は、外界と切り離された教育・学習の活動が展開する場であるとともに、教室の
壁の外と物理的にも社会的にも接続した場でもある。人々がある場所で活動をし、活動を通じて経験をしていく、そ
のことを中心とする現実の世界を、広い意味で「コンテクスト」と呼ぶことにする 。その現実の状況は、学習活動の
「コンテクスト」ということになる。このような意味での「コンテクスト」を枠組みとして「意味」の問題と重ね合
わせれば、外国語教育・学習の姿が、部分的には見えてくるのではないだろうか。 
 
研究設問とアプローチ方法 
 以上のような見地から、本研究では、日本の大学の非専攻科目としての初修スペイン語の授業活動の姿を記述する
ことにより、学生の学習経験に付随する「意味」の諸相の解明に迫り、同時に、「意味」に注目した授業の記述の方
 法を提示したい。そこで、次のような研究設問を立てる。 
 
 1) 初修外国語としてスペイン語の学習を経験する学生が置かれているコンテクストをどのように捉えることが
できるか。 
 2) 学習経験の現場において、「意味」はどのように、そのコンテクストに存在しているか。 
 3) 授業中に生じる現象は、本研究で用いる諸概念を用いてどのように解釈し、説明できるか。 
 
 筆者は、大学の初修外国語としてのスペイン語科目のあるクラスに、当該クラス担当の教師および学生らの協力を
得て観察者として入り、全履修期間である2年間観察調査した。調査対象の学生たちにとって、スペイン語の学習経験
はほとんど授業を通した経験であると言えるだろう。調査は、その2年間を筆者が追ったものである。「意味」そのも
のを直接捉えることはできないので、授業観察を通した筆者の見聞や、学生および教師らの協力によって得られた情
報を、上記の設問に照らして分析し、筆者の解釈により、学習経験とともにある「意味」の諸相とそれらの関係の説
明を試みる。このようにして、少しでも「意味」の実像に迫るとともに、制度的環境において学生たちがどのように
して外国語の学習を経験していくのかを描き出すエスノグラフィーとして、本論を展開していく。 
  
本論文の構成と展開 
 第1章では、上記で述べたような、研究の発端、着眼点、研究設問と論文全体の構成について述べる。第2章では、
本研究のための理論を検討する。まず、学生による学習経験が生じるコンテクストを、教室での「今・ここ」を中心
に展開する社会的世界における実践の場であるとし、人類学者のJ. レイヴが弁証法的関係に基づいて提示した「実践
の分析モード」をもとに、本研究独自の分析枠組みを作る。この枠組みでは、直接経験できないコンテクストのマク
ロな構造（「構成的秩序」）と、今・ここの活動を中心としたミクロの構造（「経験される生活世界」）の2つの相を
設定し、学生らが生活する社会・文化、そして教育の制度的側面をマクロに置き、授業における学生および教師の相
互行為を生活世界における活動の場面というミクロの視点に据える。このようにしてコンテクストの全体的な構造を
仮説的に定める。このような全体の内部構造は、弁証法的関係で説明される。次に、言語心理学者ヴィゴツキーが展
開した言葉の「意味」のうち、言語的思考に存在する「意味(meaning)」と、使用される言葉から喚起される「意味 
(sense)」の議論を取り上げる。これらを、分析枠組みと照らし合わせながら、教室での活動に関わる「意味」につい
て、現場の人々の間で「共有される意味」、現場で生じている事象や言語使用に際して個人に自由に展開する「個人
的意味」、そして教育において到達されるべき言語表現やパターンとセットになっている「規範的意味」の3つの指標
を立てる。また、2年間の教育・学習活動および学生の学習経験を通じて形成されていく、学生自身による経験の意味
づけについて、発達心理学者の岡本夏木が用いた「存在論的意味」の概念を採用する。第3章では、あるスペイン語の
クラスを対象とした事例を扱うに際し、本研究が取った、参与観察を中心としたエスノグラフィーという方法の概要
を示す。しかし、方法論は現場に即して柔軟に運用していくことが不可避である。そのため、筆者が実際に行った調
査内容を、調査期間中に生じた調査方針の変更や、調査対象クラスの人々と筆者との関係への言及も含めてこの章で
述べる。第4章以下では、調査フィールドのコンテクストを複数の観点から記述するとともに、参与観察で見られた授
業活動の様子や、学生や教師のコメントを、いくつかの項目に絞って述べつつ、第2章の理論的なアプローチと照らし
合わせて議論する。第4章はマクロな視点から、観察対象となる教室が置かれている環境の外観を記述する。大学の制
度的側面から、「規範的意味」がこの層で作られるものとする。第5章では、「経験される生活世界」として日常的な
授業実践の姿を記述するために、スペイン語初級文法で最もパターン化された、動詞の形態と用法を扱う授業を取り
上げる。第6章は、冠詞の使い分けについての授業活動、ダイクシス表現の意味理解にまつわる学生の葛藤とその背景、
そして教師と学生との間の協業で文脈が作られていくようすを、3つの「意味」の関わり合い方および実践のコンテク
ストと学生による経験との関係の観点から分析する。第7章は、時間経過とともにクラスや学生のあり方が形成される
様子を扱う。クラス全体として独自のあり方を帯びるとともに、個々の学生が困難な言語学習と格闘しつつ、乗り越
えようとする様子を描く。また、学生の教室外でのスペイン語接触・使用経験、そして、スペイン語学習についての
彼らの「存在論的意味」について述べる。第8章では、本研究から得られた知見、そして今後の課題について述べ、総
括する。最後に、参考文献に加え、調査対象クラスについての補足資料を提示する。 
 事例は、固有の特徴を持つ一度きりのものである。しかし、事例の中で生じる諸現象を、設定した分析枠組みや概
念を用いて解釈して示せるのであれば、他の事例も同様の方法で説明し、実践の多様性を示しつつ、外国語学習とは
何かという、より一般的な問題の解明へのヒントを得られるのではないだろうか。本研究が示したいのは、教育・学
習に関わる人々が「生きている」という事実であり、その生の姿は、「意味」とともにあるということである。 
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